
次世代⼆次電池・燃料電池開発によるET⾰命に向けた計算・データ材料科学研究

「富岳電池課題」 第1回公開シンポジウム

形 式︓⽇本化学会第101春季年会(2021)併催シンポジウム オンライン開催
（配信⽅法は参加登録者に連絡）
参加費︓無料
参加登録︓「富岳電池課題」サイト内にある第1回公開シンポジウム（成果報告会）
のページから、「参加登録」よりフォームに必要事項をご記⼊の上お申し込みください。
https://www.nims.go.jp/fugaku-denchi/events/2020/20210320.html
⽇本化学会第101春季年会(2021)の参加有無に関わらず、どなたでもご参加いただけます。

⽇時︓2021年3⽉21⽇（⽇） 13:00〜15:40

⽂部科学省｢富岳｣成果創出加速プログラム「次世代⼆次電池・燃料電池開発によるET⾰命に向けた
計算・データ材料科学研究」（富岳電池課題）は2020年4⽉の発⾜から約1年が経過しました。本第
1回公開シンポジウム（成果報告会）では、富岳電池課題の概要を課題責任者から、2020年度の成
果を富岳電池課題実施者の中から4名の研究者がご報告いたします。併せて、⿂崎浩平フェロー（物材
機構）に特別講演をしていただきます。成果の公開・展開の機会といたしたく、皆様のご参加、宜しくお願
いいたします。

（成果報告会）

主 催︓物質・材料研究機構 富岳電池課題
後 援︓スーパーコンピューティング技術産業応⽤協議会

公益財団法⼈ 計算科学振興財団
⼀般財団法⼈ ⾼度情報科学技術研究機構

問い合わせ先︓物質・材料研究機構 「富岳電池課題」 事務局
fugakubfc-office@ml.nims.go.jp

プログラム
13:00-13:05 開会挨拶 ︓館⼭ 佳尚（物材機構）
13:05-13:10 来賓挨拶
13:10-13:25 富岳電池課題全体概要 ︓館⼭ 佳尚（物材機構）
13:25-13:55 招待講演

「持続可能な社会における電気化学エネルギー変換の重要性と計算科学への期待」
︓⿂崎 浩平（物材機構）

13:55-14:15 電気化学界⾯シミュレーション技術の社会実装と電池材料への適⽤
（サブ課題A-1） ︓⼤⾕ 実（産総研）

14:15-14:35 休憩
14:35-14:55 ⼤規模第⼀原理計算による全固体電池電解質界⾯のイオン・電⼦状態解明

（サブ課題A-2） ︓館⼭ 佳尚（物材機構）
14:55-15:15燃料電池反応の計算科学と次世代型電極の実現に向けた計算予測

（サブ課題B-1） ︓杉野 修（東⼤物性研）
15:15-15:35 燃料電池⾼分⼦電解質膜バルク中における物質輸送の分⼦動⼒学計算による研究

（サブ課題B-2） ︓岡崎 進（東⼤院新領域）
15:35-15:40 閉会挨拶 ︓杉野 修（東⼤物性研）


